
／122
No.225

20152015

真壁のひなまつり ２月４日開催真壁のひなまつり ２月４日開催

真壁地区内の各所で飾り付けが始まりました真壁地区内の各所で飾り付けが始まりました

■ 真壁のひなまつり
■ 地域医療情報
■ パブリックコメント／寄付・寄贈
■ 叙勲の受章おめでとうございます／
　 第 20 回全国報徳サミット真岡市大会
■ はたちの集い／消防団 出初式
■ 市民が主役のまちづくり vol.30
■ イノシシ被害から地域を守る



■
運
行
区
間
／
岩
瀬
駅
前
～
高
上

町
駐
車
場

■
運
行
日
／
２
月
21
日
（
土
）
～

３
月
３
日
（
火
）

■
料
金

・�

中
学
生
以
上

　

片
道
１
，０
０
０
円

　

往
復
１
，５
０
０
円

・
小
学
生
／
片
道
５
０
０
円

　
　
　
　
　

往
復
１
，０
０
０
円

・
幼
児
／
無
料

　
「
真
壁
の
ひ
な
ま
つ
り
」
の
開

催
に
あ
た
り
、
開
催
期
間
中
混
雑

の
予
想
さ
れ
る
日
時
に
会
場
と
な

る
真
壁
市
街
地
の
車
両
通
行
止
め

を
実
施
し
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

■
日
時
／
２
月
14
日
（
土
）・
15

日（
日
）・
21
日（
土
）・
22
日（
日
）・

28
日
（
土
）・
３
月
１
日
（
日
）、

10
時
30
分
～
15
時
30
分

■
区
間

■
問
合
先
／
商
工
観
光
課
（
☎

０
２
９
６-

55-

１
１
５
９
直

通
、
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
代
表
）

 

岩
瀬
駅
前
か
ら
臨
時
バ
ス

 〝
和
の
風
号
〟

和の風 第十三章

和の風号 運行表
岩瀬駅発⇒高上町駐車場着

9:40 10:05
10:30 10:55
11:30 11:55
12:30 12:55
13:30 13:55
14:50 15:15
15:30 15:55

高上町駐車場発⇒雨引観音⇒岩瀬駅着
10:10 10:35
11:00 11:25
12:10 12:25 12:45
13:00 13:15 13:35
14:00 14:15 14:35
15:20 15:35 15:55
16:00 ※ 16:15 16:35

2 月 4 日（水）～ 3 月 3 日（火）

真壁のひなまつり

 

車
両
通
行
止
め

エコス●
県道７号線

とん太ラーメン
●

元魚キ商店●

潮田家●

●割烹
　　うおくら

●
大貫屋

旧真壁
郵便局●

高上町
駐車場

真壁伝承館

真壁
高等学校

●
山本家

●
川島ストア

●

商工会
真壁事業所

●常陽銀行

●
村井
醸造

サカヨリ洋品店
●

●
猪瀬家

※ 16：00 発は雨引観音で下車できません。
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新
中
核
病
院
お
よ
び
県
西
総

合
病
院
の
整
備
運
営
に
つ

い
て
は
、
平
成
26
年
3
月
に
桜
川

市
・
筑
西
市
の
両
市
で
、
新

中
核
病
院
は
筑
西
市
で
整
備

運
営
し
、
県
西
総
合
病
院
は

桜
川
市
で
整
備
運
営
す
る
な

ど
と
合
意
し
、
同
年
4
月
号

の
本
紙
で
市
民
の
皆
様
に
お

知
ら
せ
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

そ
の
合
意
に
基
づ
き
、
本

市
で
は
桜
川
市
単
独
で
の
県

西
総
合
病
院
の
整
備
運
営
を

念
頭
に
、
財
源
確
保
や
経
営

形
態
の
変
更
・
経
営
の
改
革

改
善
な
ど
、
様
々
な
角
度
か

ら
検
討
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
後
、
国
が

こ
の
合
意
事
項
を
、
地
域
の

医
師
確
保
お
よ
び
救
急
医
療

の
確
保
な
ど
を
目
的
と
し
た

公
立
病
院
の
再
編
統
合
と
捉

え
ら
れ
な
い
と
判
断
し
た
こ

と
に
よ
り
、
交
付
金
お
よ
び
病
院

事
業
債
の
活
用
や
交
付
税
措
置
な

ど
の
財
政
的
支
援
に
極
め
て
厳
し

い
姿
勢
を
示
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
改
め
て
、
少
な

い
医
療
資
源
の
有
効
活
用
・
桜
川

筑
西
両
市
民
の
皆
様
の
医
療
確

保
・
両
市
の
将
来
に
わ
た
る
財
政

負
担
の
軽
減
な
ど
を
基
本
に
、
国

か
ら
の
財
政
支
援
を
最
大
限
に
活

用
す
る
こ
と
が
将
来
的
に
も
本
地

域
の
医
療
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が

る
と
考
え
、
更
な
る
検
討
を
重
ね

て
き
ま
し
た
。

　

結
果
、
県
西
総
合
病
院
お
よ
び

筑
西
市
民
病
院
・
山
王
病
院
の
３

病
院
を
再
編
統
合
し
、
筑
西
市
内

に
新
中
核
病
院
を
、
桜
川
市
内
に

新
た
な
市
立
病
院
を
整
備
す
る
こ

と
が
唯
一
の
方
法
と
判
断
し
、
そ

の
方
針
を
基
に
、
病
院
関
係

者
・
筑
西
市
・
県
・
市
議
会

な
ど
と
の
協
議
を
経
て
、
本

年
１
月
15
日
に
両
市
間
で
下

記
の
と
お
り
基
本
的
事
項
に

つ
い
て
合
意
し
た
も
の
で

す
。

　

今
回
の
基
本
的
事
項
の
合

意
は
、
新
病
院
整
備
の
ス

タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
っ
た
と

こ
ろ
で
す
。

　

今
後
、
こ
の
合
意
事
項
を

基
に
、
病
院
・
関
係
医
科
大

学
・
議
会
・
行
政
な
ど
で
具

体
的
な
病
院
機
能
な
ど
に
つ

い
て
協
議
し
、
新
し
い
病
院

の
形
を
決
定
し
て
い
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

そ
の
事
業
計
画
や
協
議
内

容
な
ど
に
つ
い
て
は
、随
時
、

本
紙
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
の
ほ
ど

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■
３
病
院
に
よ
る
再
編
統
合

　

筑
西
市
民
病
院
お
よ
び
県
西
総

合
病
院
に
山
王
病
院
を
加
え
再
編

統
合
す
る
こ
と
に
よ
り
、新
た
に
、

新
中
核
病
院
を
整
備
し
、併
せ
て
、

桜
川
市
立
病
院
を
整
備
す
る
。

■
整
備
場
所

・�

新
中
核
病
院
／
筑
西
市
養
蚕
地

区
（
候
補
地
）

・�

桜
川
市
立
病
院
／
桜
川
市
内（
今

後
の
検
討
会
議
で
協
議
）

■
病
床
数
と
機
能

・�

新
中
核
病
院
／
２
５
０
床
程
度
、

急
性
期
を
中
心

・�

桜
川
市
立
病
院
／
１
２
０
床
程

度
、
回
復
・
維
持
期
を
中
心

■
整
備
と
運
営

・�

新
中
核
病
院
／
筑
西
市
が
整
備
、

運
営
は
地
方
独
立
行
政
法
人

・�

桜
川
市
立
病
院
／
桜
川
市
が
整

備
、
運
営
は
民
間
の
医
療
法
人

へ
指
定
管
理
（
予
定
）

■
ス
タ
ッ
フ
（
医
療
・
事
務
）

・�

新
中
核
病
院
／
筑
西
市
民
病
院

お
よ
び
県
西
総
合
病
院
の
ス

タ
ッ
フ
を
統
合
し
、
両
者
を
中

心
に
構
成
（
今
後
の
建
設
推
進

協
議
会
で
協
議
）

・�
桜
川
市
立
病
院
／
民
間
医
療
法

人
の
ス
タ
ッ
フ
を
中
心
に
構
成

（
今
後
の
検
討
会
議
で
協
議
）

 

桜
川
市
と
筑
西
市
と
の

 

基
本
的
合
意
事
項

■
問
合
先
／
企
画
課
（
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
代
表
）

地
域
医
療 

情
報

※
３
病
院
全
体
の
許
可
病
床
数
を

見
ま
す
と
統
合
前
と
後
で
は
、

１
８
１
床
の
減
に
な
り
ま
す
が
、

実
際
の
稼
働
病
床
数
で
は
約
50
床

多
く
な
り
ま
す
。

【再編統合後（予定）】

⬅

【再編統合前（現状）】

※�非常勤医も含め、実際の医師数は、�
新病院で担う診療科により変わります。

※許可病床数／病院開設に当たり許可された病床数
※稼働病床数／許可病床数から休眠病床数を差引いた実際の
　　　　　　　稼働病床数
※ 1日の平均入院数／平成 25 年度の実績

病院名 想定�
病床数

想定常勤
医師数

新中核病院 250 35
新しい桜川
市立病院 120 10

合計 370 45

病院名 許可病床数 実稼働病床数 1日の平均入院数 常勤医師数
県西総合病院 299 192 114 13
筑西市民病院 173 50 30 6
山王病院 79 79 69 3
合計 551 321 213 22

１月15日、筑西市役所で基本的合意事項について、記者
発表を行う大塚市長（写真左）と須藤筑西市長（写真右）

さくらがわ　2015.2.13



寄　付

寄　

贈

寄　贈

寄　

付

　

平
成
26
年
11
月
、
一
般
社
団
法
人

下
館
法
人
会
（
加か
と
う藤
昌ま
さ
み美
会
長
）
か

ら
社
団
化
30
周
年
を
記
念
し
、
車
椅

子
２
台
の
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
地
域
社
会
貢
献
活
動
の
一

環
と
し
て
本
市
の
福
祉
行
政
に
寄
与

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
、

寄
贈
さ
れ
た
車
椅
子
は
、
市
内
の
公

共
施
設
で
利
活
用
し
て
い
ま
す
。

　

同
法
人
会
を
代
表
し
て
訪
れ
た

皆み
な
が
わ川

光み
つ
よ
し吉

副
会
長
は
、「
法
人
会
は
、

地
域
振
興
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
地

域
に
密
着
し
た
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
心
豊
か
な
善
意
の
街
づ
く
り
に

貢
献
し
た
い
で
す
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

　

平
成
26
年
12
月
3
日
、
社
会
福
祉

法
人
上
の
原
学
園
か
ら
、
自
然
災
害

時
の
災
害
対
策
の
義
援
金
と
し
て
市

に
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
同
学
園
が
地
域
交
流
を

目
的
と
し
て
、
農
場
仕
事
で
採
れ
た

農
産
物
を
無
料
で
提
供
す
る
「
う
ま

か
っ
ぺ
祭
り
」
に
よ
り
、
バ
ザ
ー
商

品
販
売
や
抽
選
会
な
ど
を
実
施
。
そ

の
売
上
金
や
関
係
者
並
び
に
参
加
者

の
方
々
か
ら
の
義
援
金
を
寄
付
し
て

い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。
小こ
ま
つ
ざ
き

松
嵜

直な
お
き起

施
設
長
は
、「
昨
年
は
２
度
の

台
風
が
関
東
地
方
に
接
近
し
、
ビ

ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
破
損
や
農
作
物
の

被
害
が
発
生
し
た
の
で
、
農
家
の
皆

様
へ
少
し
で
も
お
役
に
立
て
れ
ば
幸

い
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

下
館
法
人
会
か
ら

　
　
　
　

車
椅
子
寄
贈

上
の
原
学
園
「
第
４
回
う
ま
か
っ
ぺ
祭
り
」

か
ら
市
の
災
害
対
策
な
ど
へ
寄
付

写
真
左
か
ら
下
館
法
人
会
桜
川
地
区
会
理

事
恩お
ん
だ田�

實み
の
るさ
ん
、
大
塚
市
長
、
皆
川
光
吉

さ
ん

上
の
原
学
園
の
小
松
嵜
施
設
長
（
写
真
右
か
ら

２
人
目
）
か
ら
、
市
の
災
害
対
策
に
役
立
て
て

ほ
し
い
と
大
塚
市
長
（
写
真
中
央
）
に
寄
付
金

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
件
の
計
画
（
案
）
に
つ
い
て
、

市
民
の
皆
様
の
ご
意
見
を
募
集
し

ま
す
。

第
２
次
桜
川
市
次
世
代
育
成
支
援�

行
動
計
画
（
案
）

　

平
成
27
年
４
月
か
ら
、
次
代
の

社
会
を
担
う
子
ど
も
の
健
全
な
育

成
を
図
る
た
め
の
次
世
代
育
成
支

援
対
策
推
進
法
等
の
一
部
が
改
正

さ
れ
ま
す
。
桜
川
市
で
は
、
こ
の

改
正
に
あ
わ
せ
平
成
27
年
度
～
平

成
31
年
度
ま
で
の
５
年
間
に
わ
た

る
「
第
2
次
桜
川
市
次
世
代
育
成

支
援
行
動
計
画
」を
策
定
し
ま
す
。

■
問
合
先
・
担
当
課
／
児
童
福
祉

課
こ
ど
も
未
来
グ
ル
ー
プ
（
☎

０
２
９
６-

75-

３
１
５
６
直

通
、
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
代
表
）

桜
川
市
公
立
保
育
所
・
幼
稚
園
再

編
成
計
画
（
案
）

　

近
年
の
核
家
族
化
や
少
子
化
の

進
行
、
保
護
者
の
就
労
状
況
の
変

化
等
で
子
ど
も
・
子
育
て
環
境
が

大
き
く
様
変
わ
り
し
て
い
ま
す
。

乳
幼
児
期
は
、
人
間
形
成
の
重
要

な
時
期
で
あ
り
、
適
切
な
環
境
で

保
育
・
教
育
を
行
う
こ
と
が
大
切

で
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
就
学
前
の
幼
児
保

育
・
教
育
の
あ
り
方
を
検
討
し
、

当
市
の
厳
し
い
財
政
状
況
を
考
慮

し
て
「
桜
川
市
公
立
保
育
所
・
幼

稚
園
再
編
成
計
画
」
を
策
定
す
る

も
の
で
す
。

■
問
合
先
・
担
当
課
／
保
健
福
祉

部�

幼
保
一
体
化
担
当
（
☎
58-

５
１
１
１
・
75-
３
１
１
１
、
内

線
２
３
０
０
）

��

共
通
事
項

■
意
見
募
集
期
間
／
２
月
２
日

（
月
）
～
21
日
（
土
）
必
着

■
公
表
場
所

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ほ
か
、
各

担
当
課
（
岩
瀬
庁
舎
）
お
よ
び
総

合
窓
口
課
（
大
和
・
真
壁
庁
舎
）

■
意
見
等
を
提
出
で
き
る
方

　

市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

方
。
市
内
に
事
務
所
・
事
業
所
を

有
す
る
方
な
ど

■
提
出
方
法

　

ハ
ガ
キ
、
封
書
な
ど
に
「
○
○

○
（
※
該
当
案
を
記
入
）
に
対
す

る
意
見
」
と
書
き
、
住
所
、
氏
名

ま
た
は
名
称
、連
絡
先
を
明
記
し
、

送
付
ま
た
は
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。
口
頭
、
電
話
で
の
ご
意
見
は

お
受
け
で
き
ま
せ
ん
。

・�

郵
送
先
／
〒
３
０
９-

１
２
９
２�

桜
川
市
岩
瀬
64-

２�

桜
川
市
○
○
○
課
（
※
担

当
課
を
記
入
）

・�

Ｆ
Ａ
Ｘ
／
０
２
９
６-

75-

４
６
９
０

・�

持
参
先
／
各
担
当
課
（
岩
瀬
庁

舎
）
お
よ
び
総
合
窓
口
課
（
大

和
・
真
壁
庁
舎
）

・�

電
子
メ
ー
ル
／�

市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
「
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
内
専
用
メ
ー
ル
フ
ォ
ー
ム
」

か
ら
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

皆
様
か
ら
の
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

《
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
と
は
》

　

市
の
基
本
的
な
計
画
や
条
例

を
策
定
し
よ
う
と
す
る
と
き

に
、
事
前
に
（
案
）
を
公
表
し
、

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
意
見
を
伺

い
、
寄
せ
ら
れ
た
意
見
を
考
慮

し
て
最
終
案
を
つ
く
り
、
そ
の

寄
せ
ら
れ
た
意
見
に
対
し
て
市

の
考
え
方
を
公
表
す
る
一
連
の

手
続
き
で
す
。

4さくらがわ　2015.2.1



高
齢
者
叙
勲
が
内
閣
府
か
ら
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

受
章
の
栄
誉
を
受
け
ら
れ
た
方
々
を
紹
介
し
ま
す
。

◆
瑞ず

い
ほ
う
そ
う
こ
う
し
ょ
う

宝
双
光
章

　
小こ

ば
や
し林 

武た

け

お夫 

さ
ん

　
　
元 

大
和
村
立
大
和
中
学
校
長

 

（
88
歳
・
大
曽
根
地
区
）

◆
旭き

ょ
く
じ
つ
た
ん
こ
う
し
ょ
う

日
単
光
章

　
上う

え

の野 

晃あ
き
ら 

さ
ん

　
　
元 

岩
瀬
町
議
会
議
員

 

（
88
歳
・
大
泉
地
区
）

叙
勲
の
受
章

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

小
林
さ
ん
は
、
昭
和
22
年
３
月
に
旧
新

治
郡
小
桜
青
年
学
校
に
地
方
教
官
と
し
て

赴
任
。
同
年
４
月
に
同
郡
小
桜
村
立
小
桜

中
学
校
教
諭
と
な
り
、
以
来
、
昭
和
62
年

３
月
に
旧
大
和
村
立
大
和
中
学
校
の
校
長

と
し
て
定
年
退
職
す
る
ま
で
、
約
40
年
に

わ
た
り
教
育
の
発
展
振
興
な
ど
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

　

同
氏
は
、「
戦
後
の
学
制
改
革
の
こ
ろ

に
教
員
と
な
り
、
平
成
の
大
合
併
な
ど
、

激
動
の
時
代
を
皆
様
に
支
え
ら
れ
、
今
日

に
お
よ
び
ま
し
た
。
米
寿
を
迎
え
、
今
回

の
受
章
は
、
家
族
や
地
域
社
会
の
方
々
の

ご
指
導
、
ご
援
助
に
よ
る
も
の
と
感
謝
し

て
お
り
ま
す
」
と
、
受
章
の
喜
び
を
話
し

て
い
ま
し
た
。

　

上
野
さ
ん
は
、
昭
和
51
年
３
月
に
旧
岩

瀬
町
議
会
議
員
に
当
選
さ
れ
て
以
来
、
平

成
８
年
３
月
ま
で
の
間
、
５
期
20
年
の
永

き
に
わ
た
り
在
籍
。
任
期
中
に
は
、
副
議

長
、
厚
生
常
任
委
員
会
委
員
長
、
議
会
運

営
委
員
会
委
員
長
、
岩
瀬
町
農
業
委
員
会

委
員
、
岩
瀬
町
土
地
開
発
公
社
理
事
な
ど

を
歴
任
し
、
地
方
自
治
の
向
上
発
展
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
氏
は
、「
受
章
し
て
は
じ
め
て
喜
び

を
し
み
じ
み
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
ご
協

力
い
た
だ
い
た
皆
様
に
は
、
お
礼
の
言
葉

も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。今
後
は
、多
く
の
方
々

へ
お
礼
が
届
く
よ
う
に
頑
張
り
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
」
と
、
受
章
の
喜
び
を

話
し
て
い
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
11
月
29
日
、
栃
木
県
真
岡
市

で
報
徳
サ
ミ
ッ
ト
全
国
大
会
が
開
催
さ

れ
、
桜
川
市
か
ら
は
市
民
74
人
が
参
加
し

ま
し
た
。
二
宮
尊
徳
（
金
次
郎
）
の
教
え

を
学
ん
で
、ま
ち
づ
く
り
に
生
か
す
た
め
、

ゆ
か
り
の
深
い
市
町
村
が
交
替
で
大
会
を

開
い
て
い
ま
す
。

　

二
宮
尊
徳
は
小
田
原
の
出
身
で
、
財
政

再
建
に
能
力
を
発
揮
し
、
北
関
東
や
東
北

に
も
請こ

わ
れ
て
江
戸
時
代
後
期
の
地
域
再

生
に
力
を
尽
く
し
ま
し
た
。

　

桜
川
市
域
で
は
、青
木
堰ぜ

き

（
青
木
地
区
）

を
本
格
的
な
用
水
堰
と
し
て
修
築
し
、
農

政
指
導
も
行
っ
て
地
域
復
興
に
成
功
し
ま

し
た
。

　

大
会
で
は
、
二
宮
尊
徳
の
事
績
に
つ
い

て
講
演
を
聞
い
た
り
、
サ
ミ
ッ
ト
加
盟
市

町
村
の
ま
ち
づ
く
り
や
、
東
日
本
大
震
災

で
被
災
し
た
福
島
県
内
の
各
市
町
村
の
復

興
へ
の
取
り
組
み
を
学
び
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
北
関
東
の
復
興
に
指
揮

を
と
っ
た
桜
町
陣
屋
跡
（
国
指
定
史
跡
）

な
ど
を
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
真
岡
市
職
員

の
案
内
で
見
学
し
ま
し
た
。

　

前
日
の
総
会
に
は
市
長
が
出
席
し
、
加

盟
17
市
町
村
が
災
害
時
相
互
応
援
協
定
に

調
印
し
ま
し
た
。広
域
災
害
に
お
い
て
は
、

遠
方
の
市
町
村
と
の
応
援
関
係
が
重
要
で

す
。
桜
川
市
と
し
て
も
、
将
来
の
災
害
に

備
え
て
協
力
体
制
を
深
め
て
ゆ
き
ま
す
。

桜町陣屋跡に建つ二宮尊徳資料館などを見学した
参加者の皆さん

災害時応援協定締結式の様子

■
問
合
先
／
生
涯
学
習
課�

伝
承
館
グ

ル
ー
プ
（
☎
０
２
９
６-

23-

８
５
２
１
）

第
20
回
全
国
報
徳
サ
ミ
ッ
ト
真
岡
市
大
会

�

～
現
代
に
受
け
継
が
れ
る
二に

の
み
や
そ
ん
と
く

宮
尊
徳
の
教
え
～

さくらがわ　2015.2.15



鈴す
ず

木き

隆た
か
し

さ
ん 

日
本
一
お
い
し
い

 

米
コ
ン
テ
ス
ト
で
“
優
良
金
賞
”

農
作
業
の
し
ぐ
さ
で

 

豊
作
祈
願
「
鍬く

わ

の
祭
」

手
打
ち
そ
ば
大
好
き
会
が

 

そ
ば
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

石
彫
工
の
坂さ

か

口ぐ
ち

登の
ぼ
るさ

ん
が

 

茨
城
県
技
能
者
表
彰

小
・
中
学
生
が
日
常
の
思
い
語
る

 

「
青
少
年
の
主
張
大
会
」

伝
統
工
芸
士
の
小お

原ば
ら

正た
だ
し

さ
ん
が

 

経
済
産
業
大
臣
功
労
者
表
彰

サ
カ
キ
の
小
枝
を
敷
い
た
神
田
で
農
作
業
の
し

ぐ
さ
を
す
る
大
国
玉
神
社
の
太
田
良
正
宮
司

日
本
一
お
い
し
い
米
コ
ン
テ
ス
ト
で
、
見
事

に
入
賞
を
果
た
し
た
鈴
木
隆
さ
ん

市
内
福
祉
施
設
で
そ
ば
を
手
打
ち
す
る
手
打

ち
そ
ば
大
好
き
会
の
皆
さ
ん

橋
本
県
知
事
か
ら
茨
城
県
知
事
表
彰
を
受
賞

し
た
坂
口
登
さ
ん

　

平
成
26
年
11
月
、
山
形
県
庄
内
町
で
開
催
さ
れ

た
「
第
８
回
あ
な
た
が
選
ぶ
日
本
一
お
い
し
い
米

コ
ン
テ
ス
ト
」
で
、鈴
木
隆
さ
ん
（
東
飯
田
地
区
）

が
優
良
金
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、お
い
し
い
米
づ
く
り
を
全

国
に
発
信
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
予
選
か
ら
決
勝

ま
で
実
際
に
食
べ
て
審
査
す
る
の
が
特
徴
で
す
。

　

鈴
木
さ
ん
の
生
産
す
る
コ
シ
ヒ
カ
リ
は
、
県
内

で
唯
一
決
勝
大
会
に
進
出
し
、
全
国
か
ら
出
品
さ

れ
た
４
０
９
点
に
も
及
ぶ
さ
ま
ざ
ま
な
品
種
の
米

の
中
か
ら
、
見
事
に
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

鈴
木
さ
ん
は
、「
今
後
も
高
品
質
米
の
生
産
を

追
求
し
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

１
月
３
日
、
大
国
玉
神
社
（
太お

お

田た

良り
ょ
う

正せ
い

宮
司
）

で
、
家
内
安
全
・
五
穀
豊
穣
を
祈
願
す
る
「
鍬
の

祭
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
祭
り
は
、
田
遊
び
の
神
事
と
も
い
わ
れ
て

い
て
、
当
日
は
、
社
殿
の
前
庭
に
サ
カ
キ
の
小
枝

を
敷
い
て
神
田
を
作
り
、
そ
の
中
で
、
宮
司
が
サ

カ
キ
で
作
っ
た
鍬
で
田
越
こ
し
か
ら
田
植
え
ま
で

の
し
ぐ
さ
を
し
な
が
ら
唱
え
言
を
し
て
豊
作
を
祈

願
し
ま
し
た
。

　

祭
り
の
最
後
に
は
、
参
拝
客
が
ご
飯
の
入
っ
た

お
ひ
つ
の
中
に
豆
を
投
げ
入
れ
、
そ
の
豆
ご
は
ん

を
味
わ
い
、
今
年
の
家
内
安
全
・
五
穀
豊
穣
を
祈

願
し
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
12
月
、
大
和
地
区
の
手
打
ち
そ
ば
大

好
き
会
（
阿あ

部べ

田た

修お
さ
む

会
長
）
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
、
市
内
福
祉
施
設
の
施
設
利
用
者
の
皆
さ
ん

に
手
打
ち
そ
ば
を
振
る
舞
い
ま
し
た
。

　

同
会
は
、市
内
外
の
イ
ベ
ン
ト
へ
参
加
し
た
り
、

年
に
１
度
、
独
居
老
人
の
方
へ
そ
ば
を
振
る
舞
っ

た
り
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
市
内
４
か
所
の
福
祉
施
設
を
訪
れ
、

そ
の
場
で
そ
ば
を
手
打
ち
し
、
計
６
０
０
人
分
の

そ
ば
を
振
る
舞
い
ま
し
た
。
同
会
員
た
ち
は
、「
年

越
し
そ
ば
を
食
べ
て
い
た
だ
き
、
喜
ん
で
も
ら
い

た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
は
、10
年
以
上
継
続
し
て
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
11
月
、
茨
城
県
庁
で
開
催
さ
れ
た
第

44
回
茨
城
県
職
業
能
力
開
発
促
進
大
会
で
、
石
彫

工
の
坂
口
登
さ
ん
（
真
壁
町
亀
熊
地
区
）
が
茨
城

県
技
能
者
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

坂
口
さ
ん
は
、
伝
統
的
技
法
と
現
代
の
加
工
技

術
を
融
合
さ
せ
た
優
れ
た
石
彫
品
等
を
製
作
し
、

数
多
く
の
表
彰
を
受
け
て
い
る
ほ
か
、
若
手
職
人

の
育
成
に
も
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
業
界
団
体
の
理
事
を
務
め
る
な
ど
の
石

材
業
界
へ
の
多
年
に
わ
た
る
貢
献
や
、
県
産
石
材

の
普
及
啓
発
、
東
日
本
大
震
災
時
の
被
災
地
の
復

興
支
援
な
ど
の
社
会
貢
献
活
動
等
が
評
価
さ
れ
、

今
回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
12
月
5
日
、
岩
瀬
西
中
学
校
で
、
青

少
年
育
成
桜
川
市
民
会
議
主
催
の
「
第
９
回
桜
川

市
青
少
年
の
主
張
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
大
会
は
、
青
少
年
が
日
常
生
活
の
中
で
感
じ

た
こ
と
な
ど
を
社
会
に
訴
え
、
そ
れ
を
青
少
年
の

育
成
活
動
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も

の
で
す
。
今
年
か
ら
、
よ
り
多
く
の
児
童
・
生
徒
た

ち
に
も
発
表
を
聞
い
て
も
ら
お
う
と
、
会
場
を
シ

ト
ラ
ス
か
ら
各
中
学
校
回
り
番
制
に
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
岩
瀬
小
と
坂
戸
小
学
校
、
市
内
５
中
学

校
か
ら
選
出
さ
れ
た
児
童
・
生
徒
７
人
が
「
私
と

水
泳
」、「
明
日
へ
の
課
題
」
な
ど
様
々
な
テ
ー
マ

で
そ
れ
ぞ
れ
の
主
張
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
10
月
、
真ま

壁か
べ

石い
し

灯と
う

籠ろ
う

伝
統
工
芸
士
会

の
小
原
正
さ
ん
（
真
壁
町
桜
井
地
区
）
が
、
経
済

産
業
大
臣
か
ら
伝
統
的
工
芸
品
産
業
功
労
者
表
彰

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
伝
統
的
工
芸
品
産
業
の
振
興
に
顕
著

な
功
労
が
あ
っ
た
個
人
・
団
体
を
表
彰
す
る
も
の

で
、
今
回
、
同
会
の
副
会
長
、
会
長
な
ど
を
務
め
、

伝
統
的
工
芸
品
「
真
壁
石
燈
籠
」
の
振
興
に
努
め

て
き
た
小
原
さ
ん
の
功
績
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

小
原
さ
ん
は
、「
会
員
の
皆
さ
ん
の
協
力
で
、

伝
統
的
工
芸
品
産
業
の
振
興
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
え

ま
し
た
。
真
壁
石
燈
籠
を
市
内
外
に
広
め
て
い
き

た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

７
合
の
ご
飯
「
も
っ
そ
う
」
を

 

食
べ
合
う
「
大お

お

飯め
し

祭
り
」

石
材
施
工
技
能
士
の
岩い

わ

渕ぶ
ち

久ひ
さ

之ゆ
き

さ
ん
が

 

全
国
技
能
士
会
連
合
会
会
長
表
彰

高
く
盛
ら
れ
た
７
合
の
ご
飯
を
も
っ
と
食

べ
ろ
と
氏
子
た
ち
に
進
め
て
回
る
「
今
浜

さ
ま
」

全
国
技
能
士
会
連
合
会
会
長
表
彰
を
受
賞
し

た
岩
渕
久
之
さ
ん

　

平
成
26
年
12
月
７
日
、下
泉
地
区
の
集
会
所
で「
大

飯
祭
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

約
５
０
０
年
続
く
こ
の
伝
統
行
事
は
、
地
元
の
鹿

島
神
社
の
氏
子
た
ち
が
集
ま
り
、
作
物
の
実
り
へ
の

感
謝
と
人
々
の
健
康
を
祈
願
す
る
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
お
椀
に
高
く
盛
ら
れ
た
７
合
の
ご
飯

「
も
っ
そ
う
」を
氏
子
た
ち
が
食
べ
合
い
、途
中
で「
今

浜
さ
ま
」
と
呼
ば
れ
る
神
様
が
、“
も
っ
と
食
べ
ろ
”

と
ご
飯
を
進
め
て
回
り
ま
し
た
。

　

同
地
区
の
仁に

平へ
い

俊と
し

夫お

区
長
は
、「
専
業
農
家
は
減
っ

て
き
て
い
る
が
、
伝
統
あ
る
お
祭
り
を
絶
や
す
事
な

く
、
こ
の
地
域
で
楽
し
み
な
が
ら
継
承
し
て
い
き
た

い
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
11
月
、
真
壁
石
工
技
能
士
会
会
長
の

岩
渕
久
之
さ
ん
（
大
国
玉
地
区
）
が
、
全
国
技
能

士
会
連
合
会
会
長
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
技
能
士
の
社
会
的
地
位
の
向
上
と
同

会
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
方
を
表
彰
す
る
も
の

で
、
今
回
、
全
国
石
材
技
能
士
会
理
事
や
真
壁
石

工
技
能
士
会
会
長
と
し
て
同
会
の
発
展
に
努
め
て

い
る
岩
渕
さ
ん
の
功
績
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
地
場
産
業
の
発
展
や
後
継
者
育
成
に
取

り
組
ん
で
い
る
岩
渕
さ
ん
は
、「
職
人
の
伝
統
技

法
が
失
わ
れ
な
い
よ
う
に
、
若
い
人
た
ち
に
少
し

で
も
技
術
を
伝
承
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

7 さくらがわ　2015.2.17

日
常
の
思
い
を
発
表
し
た
児
童
・
生
徒
と
青

少
年
育
成
桜
川
市
民
会
議
役
員
の
皆
さ
ん

経
済
産
業
大
臣
か
ら
伝
統
的
工
芸
品
産
業
功

労
者
表
彰
を
受
賞
し
た
小
原
正
さ
ん
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INFORM
ATION

情
報
ひ
ろ
ば

桜川市の放射線量

単位：マイクロシーベルト（μSv）／時間

■
測
定
場
所
／
岩
瀬
庁
舎
駐
車
場 

地
上
１
ｍ
（
毎
週
測
定
）

■
測
定
結
果
／
い
ず
れ
も
健
康
に
害

の
な
い
数
値
で
す
。

■
シ
ー
ベ
ル
ト（
Sv
）／
人
の
体
が
放

射
線
を
受
け
た
時
の
影
響
を
表
す
単

位■
問
合
先
／
環
境
対
策
課
（
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
代
表
）

※
保
育
所
、幼
稚
園
、小
・
中
学
校
の

測
定
結
果
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

大洋建設有限会社

茨城県桜川市真壁町下谷貝1110－１
(0296) 54－0307　　(0296) 55－3155

本格木造住宅・リフォーム

創業120余年の伝統と実績 福祉訪問理美容福祉訪問理美容

「髪や つくば」「髪や つくば」
介護福祉士や理美容福祉師を
取得した理美容師が
ご自宅や病院・福祉施設等にご訪問！

お問い合せは…お問い合せは… 0120-294-3810120-294-381
フリーダイヤルフリーダイヤル ふくしふくし サンパツNo.1サンパツNo.1

シャンプー・カット・カラー・パーマ

弁護士法人 萩原総合法律事務所弁護士法人 萩原総合法律事務所 ☎0296-48-8875
筑西市乙828番3 SATOHビル2階（JR下館駅南口徒歩30秒）

（月～金  9:00～12:00、13:00～17:30）茨城県弁護士会所属　弁護士　萩原 慎二茨城県弁護士会所属　弁護士　萩原 慎二

日　時：2月14日（土） 9：30～19：00
場　所：弁護士法人 萩原総合法律事務所

検索萩原総合

予約制となります。どなたでも無料でご相談いただけます。

日　時：2月22日（日） 9：00～17：00
場　所：弁護士法人 萩原総合法律事務所

予約制となります。どなたでも無料でご相談いただけます。

無料法律相談会開催のお知らせ無料法律相談会開催のお知らせ交通事故法律相談会開催のお知らせ交通事故法律相談会開催のお知らせ
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　税・保険料は納期内に納め
るようにしましょう。
　また、納め忘れがなく簡
単で便利な口座振替制度を
ご利用ください。

2 月納期の
税・保険料

測定日

（天気）

測定時間

9 時 12 時 15 時

1/5（晴） 0.054 0.054 0.054

1/12（晴） 0.053 0.053 0.053

1/19（晴） 0.054 0.054 0.054

　市民の皆様の声を行政に反映
するために、市長とお話しして
みませんか。話題はなんでも結
構です。
　なお、市長は職務上、急な用
務が入る場合がありますので、
その場合は副市長などが対応す
ることになります。
　お手数でも事前（前日）にお
問い合わせください。
■日時／ 2 月 23 日（月）　
   9 時～ 12 時・13 時～ 16 時
■場所／市役所 大和庁舎
■�問合先／秘書広報課（☎ 58-

5111・75-3111 代表）
※  次 回 ／ 3 月 23 日（ 月 ） は、

市役所岩瀬庁舎で、「市民の日」
を開催します。

市長と語ろう！
　「市民の日」

募
集

桜
川
市
臨
時
職
員�

募
集

学
校
教
育
課

小
・
中
学
校�

用
務
員

■
募
集
人
数
／
若
干
名

■
勤
務
内
容
／
給
食
の
準
備
・
後

片
付
け
。
校
内
の
清
掃
・
除
草
。

学
校
事
務
補
助
・
学
校
図
書
整
備

業
務

■
勤
務
条
件
／
月
曜
～
金
曜
日

固定資産税� 4 期
国民健康保険税� 8 期
後期高齢者医療保険料� 8 期
介護保険料� 6 期

納期限／ 3月 2日（月）

（
１
日
５
時
間
、
週
25
時
間
程
度
）

■
報
酬
／
時
給
８
０
０
円

小
・
中
学
校�

教
育
補
助
員

■
募
集
人
数
／
若
干
名

■
勤
務
内
容
／
個
別
に
支
援
を
要

す
る
児
童
生
徒
の
身
辺
自
立
や
安

全
確
保
な
ど
の
補
助

■
勤
務
条
件
／
学
校
の
授
業
日

（
１
日
６
時
間
、
週
30
時
間
程
度
）

＊
特
別
支
援
教
育
に
理
解
が
あ
る

方
（
教
員
免
許
の
有
無
は
問
い
ま

せ
ん
。）

■
報
酬
／
時
給
８
５
０
円

共
通
事
項

■
任
用
期
間
／
平
成
27
年
４
月
１

日
～
平
成
28
年
３
月
31
日
（
勤
務

実
績
に
よ
り
３
年
間
ま
で
延
長

可
）

■
勤
務
場
所
／
市
内
小
中
学
校

■
通
勤
手
当
／
１
日
１
０
０
円

（
片
道
２
㎞
以
上
の
場
合
）

■
申
込
方
法
／
履
歴
書
（
写
真
添

付
）
を
持
参
ま
た
は
郵
送

■
申
込
期
限
／
２
月
20
日
（
金
）

必
着

■
そ
の
他
／
勤
務
時
間
な
ど
は
協

議
の
上
決
定
し
ま
す
。

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
学
校
教

育
課
（
〒
３
０
０-

４
４
９
５

桜
川
市
真
壁
町
飯
塚
９
１
１ 

☎

０
２
９
６-

55 -
１
１
９
８
直

通
、
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
代
表
）

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●

学
童
保
育
ク
ラ
ブ
指
導
員
・

保
育
士
・
看
護
師
募
集

児
童
福
祉
課

学
童
保
育
ク
ラ
ブ
指
導
員

■
募
集
人
員
／
19
名

■
勤
務
内
容
／
小
学
生
の
保
育
指

導■
勤
務
場
所
／
桜
川
市
学
童
保
育

ク
ラ
ブ

■
勤
務
時
間
／
平
日 

放
課
後
～

18
時
、
土
曜
日
・
夏
休
み
な
ど
８

時
～
18
時

■
休
日
／
日
曜
日
、
祝
日
、
８
月

13
日
～
16
日
、
12
月
29
日
～
翌
年

１
月
３
日

■
報
酬
／
時
給
８
５
０
円

■
募
集
要
件
／
保
育
士
ま
た
は
教

諭
（
幼
・
小
・
中
・
高
の
い
ず
れ

か
）
の
資
格
を
有
す
る
方
、
ま
た

は
子
育
て
経
験
の
あ
る
健
康
な
方

保
育
士

■
募
集
人
員
／
若
干
名

■
勤
務
内
容
／
保
育
業
務

■
勤
務
場
所
／
桜
川
市
立
保
育
所

■
勤
務
時
間
／
８
時
～
16
時
45
分

（
早
番
・
遅
番
あ
り
）

■
休
日
／
日
曜
日
、
祝
日
、
12
月

29
日
～
翌
年
1
月
３
日

■
報
酬
／
日
給
８，
０
０
０
円

■
募
集
要
件
／
保
育
士
の
資
格
を

有
す
る
方

看
護
師

■
募
集
人
員
／
１
名

■
勤
務
内
容
／
保
育
業
務
ほ
か

■
勤
務
場
所
／
桜
川
市
立
岩
瀬
保

育
所

■
勤
務
時
間
／
８
時
～
16
時
45
分

（
早
番
・
遅
番
あ
り
）

■
休
日
／
日
曜
日
、
祝
日
、
12
月

29
日
～
翌
年
1
月
３
日

■
報
酬
／
日
給
１ 

０ ，
２
０
０
円

■
募
集
要
件
／
看
護
師
の
資
格
を

有
す
る
方

共
通
事
項

■
任
用
期
間
／
平
成
27
年
4
月
1

日
～
平
成
28
年
3
月
31
日

■
申
込
方
法
／
履
歴
書
（
写
真
添

付
）
を
持
参
ま
た
は
郵
送

■
申
込
期
限
／
２
月
16
日
（
月
）

必
着

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
児
童
福
祉

課
（
〒
３
０
９-

１
２
９
２ 

桜

川
市
岩
瀬
64-

２ 

☎
０
２
９
６

-

75-

３
１
５
６
直
通
、
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
代
表
）

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●

上
野
沼
や
す
ら
ぎ
の
里

　
　
　
非
常
勤
職
員�

募
集

商
工
観
光
課

■
募
集
人
員
／
１
名

■
任
用
期
間
／
平
成
27
年
4
月
１

日
～
平
成
28
年
3
月
31
日
（
再
雇

用
あ
り
）

■
勤
務
内
容
／
施
設
管
理
な
ど

■
勤
務
時
間
／
１
日
7
時
間
30
分

勤
務
（
時
間
帯
は
変
動
あ
り
）

■
報
酬
／
時
給
８
５
０
円

■
募
集
要
件

① 

土
・
日
、
祝
日
に
出
勤
が
可
能

な
方

②
普
通
自
動
車
免
許
を
有
す
る
方

③
パ
ソ
コ
ン
の
で
き
る
方

■
申
込
方
法
／
履
歴
書
（
写
真
添

付
）
を
持
参
ま
た
は
郵
送

■
申
込
期
限
／
２
月
27
日
（
金
）

必
着

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
商
工
観

光
課
（
〒
３
０
０-

４
４
９
５ 

桜
川
市
真
壁
町
飯
塚
９
１
１ 

☎

０
２
９
６-

55-

１
１
５
９
直

通
、
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
代
表
）

お
知
ら
せ

真
壁
藍
保
存
会�

作
品
展

生
涯
学
習
課

■
会
期
／
２
月
12
日
（
木
）
～
３

月
３
日
（
火
）、
10
時
～
16
時　

※
開
催
初
日
の
12
日
は
13
時
～

■
場
所
／
真
壁
伝
承
館 

市
民
ロ

ビ
ー

■
問
合
先
／
真
壁
藍
保
存
会

（
☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
９
６-

55-

１
９
２
０
）

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●

筑
波
山
梅
ま
つ
り
開
催

　
　
に
よ
る
車
両
通
行
止
め

商
工
観
光
課

　

筑
波
山
梅
ま
つ
り
が
２
月
21
日

（
土
）
～
３
月
29
日
（
日
）
ま
で

の
期
間
開
催
さ
れ
る
に
あ
た
り
、

開
催
期
間
中
の
通
行
車
両
の
交
通

渋
滞
に
よ
る
事
故
、
ト
ラ
ブ
ル
な

ど
防
止
の
た
め
に
、
林
道
沼
田
新

田
酒
寄
線
の
一
部
区
間
の
車
両
通

行
止
め
を
実
施
し
ま
す
。

■
日
時
／
２
月
21
日
（
土
）
～
３

月
29
日
（
日
）、
９
時
～
16
時

■
車
両
通
行
止
め
区
間

つくし湖

薬王院

筑波スカイボール

筑波梅林

Ｎ

桜川市

つくば市

林道沼田新田酒寄線

■
問
合
先
／
商
工
観
光
課
（
☎

０
２
９
６-

55-

１
１
５
９
直

通
、
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
代
表
）、
つ
く
ば
市
観

光
物
産
課
（
☎
０
２
９-

８
８
３

-

１
１
１
１
）

寄
付
金

　

寄
付
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
方

を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

・
四よ

つ
竹た

け

健
康
お
ど
り
雅み

や
び

流り
ゅ
う 

様

　

寄
付
金
は
、
桜
川
市
の
福
祉
関

係
で
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。



健康 ガイド
Health guide

月分

《問合先》健康推進課
　　　　 ☎ 0 2 9 6 －7 5 －3 1 5 9（直通）
　　　　 ☎ 58－5111・75－3111（代表）

コンドー楽器コンドー楽器 ☎0296-22-4380☎0296-22-4380

無料体験レッスン開講無料体験レッスン開講

らっきークラス
ぷっぷるクラス 
おんがくなかよし 
幼　　児　　科 
ＪＳ基礎コース

１歳児
２歳児
３歳児
４・５歳児
小学生

2/6(金)・22(日) 9:50
2/6(金)・22(日) 10:30
2/6(金)・22(日) 11:20
2/6(金) 15:00、22(日) 13:30
2/6(金) 16:00、22(日) 14:30

コース 対象者 開催日時

火曜定休

※「下館駅南センター」（筑西市二木成1246）が会場です。事前にお申し込みください。
　見学は、いつでもできます。お問い合わせください。

時間

※祝日のある週は、水曜診察致します。

▼診察時間

9：30～12：30
12：30

9：00
〜

（受付は 12：00まで）

（受付は 18：30まで）
14：30～19：00

曜日 月 火 水 木 金 土 日

◯

◯

◯ 休

休

休

休休◯

◯

◯

◯

◯

来院前に、必ずご連絡ください。

桜川市真壁町桜井765-2

～ お客さまに 豊かさと繁栄を ～～ お客さまに 豊かさと繁栄を ～

TEL 0296-54-1540
Homepage  http://www.furuhashikaikei.com

古橋伸夫税理士事務所古橋伸夫税理士事務所
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乳
幼
児
健
診
・
育
児
相
談

岩
瀬
・
大
和
地
区
の
方

■
１
歳
児
健
診

・
対
象
／
Ｈ
26
年
３
月
生

・
日
程
／
３
月
16
日
（
月
）

・
会
場
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
受
付
時
間
／
13
時
～
13
時
20
分

・ 

持
参
／
母
子
健
康
手
帳
、
送
付

し
た
問
診
票

■
２
歳
児
歯
科
健
診

・ 

対
象
／
Ｈ
24
年
12
月
・
Ｈ
25
年

１
月
生

・
日
程
／
３
月
20
日
（
金
）

・
会
場
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
受
付
時
間
／
13
時
～
13
時
20
分

・ 

持
参
／
母
子
健
康
手
帳
、
送
付

し
た
問
診
票
、
バ
ス
タ
オ
ル
、

歯
ブ
ラ
シ
（
子
ど
も
用
と
仕
上

げ
み
が
き
用
）

■
３
歳
児
健
診

・ 

対
象
／
Ｈ
23
年
12
月
・
Ｈ
24
年

１
月
生

・
日
程
／
３
月
10
日
（
火
）

・
会
場
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
受
付
時
間
／
13
時
～
13
時
20
分

・  

持
参
／
母
子
健
康
手
帳
、
送
付

し
た
問
診
票
、
バ
ス
タ
オ
ル
、

歯
ブ
ラ
シ
（
子
ど
も
用
と
仕
上

げ
み
が
き
用
）、
コ
ッ
プ
、
尿
、

目
と
耳
の
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙

■
育
児
相
談

・
対
象
／
Ｈ
26
年
10
月
・
11
月
生

・
日
程
／
３
月
17
日
（
火
）

・
会
場
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
受
付
時
間
／
13
時
～
13
時
20
分

・ 

持
参
／
母
子
健
康
手
帳
、
送
付

し
た
問
診
票

真
壁
地
区
の
方

■
１
歳
児
健
診

・ 

対
象
／
Ｈ
26
年
１
月
・
２
月
・

３
月
生

・
日
程
／
３
月
24
日
（
火
）

・
会
場
／
真
壁
保
健
セ
ン
タ
ー

・
受
付
時
間
／
13
時
～
13
時
20
分

・ 

持
参
／
母
子
健
康
手
帳
、
送
付

し
た
問
診
票

精
神
保
健

■
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談（
要
予
約
）

・
日
程
／
３
月
19
日
（
木
）

・
会
場
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
開
催
時
間
／
14
時
～
15
時
30
分

・ 

内
容
／
精
神
科
医
師
が
担
当
し
、

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

健
康
相
談

■
総
合
健
康
相
談
（
要
予
約
）

・
対
象
／
乳
幼
児
～
高
齢
者

・ 

日
程
／
３
月
11
日
（
水
）、
24

日
（
火
）

・ 

会
場
／
健
康
推
進
課
（
岩
瀬
庁

舎
）、
真
壁
保
健
セ
ン
タ
ー

・
受
付
時
間
／
10
時
～
11
時
30
分

献
血

■
３
月
17
日
（
火
）

・
会
場
／
市
役
所
大
和
庁
舎

・ 

受
付
時
間
／
10
時
～
12
時
・
13

時
～
15
時
30
分

■
３
月
27
日
（
金
）

・
会
場
／
市
役
所
真
壁
庁
舎

・ 

受
付
時
間
／
10
時
～
12
時
・
13

時
～
15
時
30
分

休
日
応
急
診
察
医
療
機
関

３
月
１
日
（
日
）

・
医
療
機
関
名
／
山
王
病
院

・
住
所
／
岩
瀬
42

・ 

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

75-
０
６
０
０

３
月
８
日
（
日
）

・
医
療
機
関
名
／
袖
山
医
院
本
院

・
住
所
／
西
桜
川
１-

43

・ 

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

75-

２
０
１
９

３
月
15
日
（
日
）

・
医
療
機
関
名
／
阿
部
田
医
院

・ 

住
所
／
真
壁
町
亀
熊
１
２
３-

１
・ 

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

55-

０
３
０
５

３
月
21
日
（
土
）

・ 

医
療
機
関
名
／
鏑
木
ク
リ
ニ
ッ

ク
・
住
所
／
加
茂
部
４-

１

・ 

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

76-

３
１
３
１

３
月
22
日
（
日
）

・
医
療
機
関
名
／
根
本
医
院

・
住
所
／
真
壁
町
真
壁
２
０
２

・ 

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

55-

０
０
２
７

３
月
29
日
（
日
）

・
医
療
機
関
名
／
千
勝
医
院

・
住
所
／
本
木
１
６
０
２-

５

・ 

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

58-

５
０
１
０

※
当
番
医
は
、
変
更
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
休
日
の
場
合

は
各
庁
舎
の
日
直
、
ま
た
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
確
認
の
う
え

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

健
康
推
進
課

　
　
　
臨
時
職
員 

募
集

■
募
集
人
員
／
１
名

■
募
集
要
件
／
看
護
師
お
よ
び
保

健
師
の
資
格
を
有
す
る
方

■
任
用
期
間
／
平
成
27
年
４
月
１

日
～
平
成
28
年
３
月
31
日

■
勤
務
内
容
／
母
子
保
健
業
務

（
健
診
・
相
談
・
赤
ち
ゃ
ん
訪
問
）

健
康
づ
く
り
業
務
（
健
診
・
特
定

保
健
指
導
）・
そ
の
他
の
事
務

■
勤
務
時
間
／
週
４
日
、
８
時
30

分
～
17
時
15
分
※
勤
務
時
間
は
ご

相
談
に
応
じ
ま
す
。

■
勤
務
場
所
／
健
康
推
進
課
（
岩

瀬
庁
舎
）

■
報
酬
／
時
給
１，
３
０
０
円

■
申
込
方
法
／
履
歴
書
（
写
真
添

付
）
を
持
参
ま
た
は
郵
送

■
申
込
期
限
／
２
月
27
日
（
金
）

必
着

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
健
康
推

進
課
（
〒
３
０
９-

１
２
９
２
桜

川
市
岩
瀬
64-

２ 

☎
０
２
９
６

-

75-

３
１
５
９
直
通
、
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
代
表
）

 

ミ
ニ
ド
ッ
ク
・
住
民
健
診

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て

い
る
40
～
74
歳
ま
で
の
方
に
全

員
、「
特
定
健
康
診
査
受
診
券
」

が
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

社
会
保
険
等
加
入
の
方
で
、
過

去
3
年
間（
平
成
24
年
～
26
年
度
）

の
い
ず
れ
か
の
年
度
に
検
診
を
受

け
た
方
に
は
「
検
診
受
診
票
」
を

個
人
通
知
し
ま
す
。

　

新
た
に
検
診
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
2
月
下
旬
ま
で
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
胃
が
ん
検
診
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、「
ミ
ニ
ド
ッ
ク
」
で
、
胃
が

ん
検
診
を
希
望
さ
れ
な
い
方
は
、

「
住
民
健
診
」
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

子
宮
・
乳
が
ん
検
診

　

平
成
27
年
度
よ
り
、
完
全
予
約

制
と
な
り
ま
す
。過
去
3
年
間（
平

成
24
年
～
26
年
度
）
の
い
ず
れ
か

の
年
度
に
検
診
を
受
け
た
方
に

平
成
27
年
度

各
種
検
診
の
お
知
ら
せ

は
、「
予
約
検
診
の
ご
案
内
」
を

4
月
下
旬
ご
ろ
に
個
人
通
知
し
ま

す
。「
予
約
検
診
の
ご
案
内
」
に

従
っ
て
、ご
予
約
い
た
だ
き
ま
す
。

　

新
た
に
検
診
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
2
月
下
旬
ま
で
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

骨
粗
し
ょ
う
症
検
診

　

平
成
27
年
度
に
40
・
45
・
50
・

55
・
60
・
65
・
70
歳
に
な
る
女
性

の
方
を
対
象
に
検
診
を
実
施
し
ま

す
。
対
象
と
な
る
方
に
は
、
9
月

頃
に
個
人
通
知
し
ま
す
。
申
し
込

み
は
不
要
で
す
。

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
健
康
推
進

課
（
☎
０
２
９
６-

75-

３
１
５
９

直
通
、
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
代
表
）

あ
な
た
も
や
っ
て
み
よ
う
！

ブ
レ
ス
ト
ケ
ア

�

～
自
己
触
診
で
早
期
発
見
～

　

近
年
、
乳
が
ん
に
か
か
る
方
が

増
え
て
い
ま
す
。「
自
分
は
大
丈

夫
」、「
検
診
を
受
け
て
い
る
か
ら

安
心
」
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

乳
が
ん
は
、
定
期
的
な
自
己
触

診
で
、
自
分
で
も
発
見
で
き
る
数

少
な
い
が
ん
で
す
。
あ
な
た
も
定

期
的
に
自
己
触
診
を
し
て
、
が
ん

の
早
期
発
見
に
つ
な
げ
よ
う
！

乳
が
ん
発
生
部
位

　

胸
の
外
側
上
部
が
約
50
％
、
内

側
上
部
が
約
20
％
、
外
側
下
部
が

約
10
％
、
内
側
下
部
が
約
5
％
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

ブ
レ
ス
ト
ケ
ア
の
ポ
イ
ン
ト

　

月
に
1
回
、
月
経
終
了
後
1
週

間
ま
た
閉
経
後
の
人
は
毎
月
、
日

に
ち
を
決
め
て
チ
ェ
ッ
ク
し
ま

し
ょ
う
。

ま
ず
は
・
・
・
見
る

　

鏡
の
前
に
立
ち
、
両
手
を
あ
げ

た
り
、
斜
め
か
ら
見
る
な
ど
し
て

全
体
を
見
ま
す
。

 

□  

形
や
大
き
さ
に
左
右
差
が
あ
る
か

 

□  

皮
膚
に
く
ぼ
み
や
た
だ
れ
、
へ
こ

み
、
ひ
き
つ
れ
は
な
い
か

 

□  

分
泌
物
は
で
て
い
な
い
か

次
に
・
・
・
触
っ
て
み
る

　

入
浴
時
に
そ
ろ
え
た
3
本
の
指

の
腹
で
、“
の
”
の
字
を
描
く
よ

う
に
ら
せ
ん
状
に
触
っ
て
み
ま
す

 

□  

全
体
的
に
し
こ
り
が
な
い
か

 

□  

わ
き
の
下
に
し
こ
り
が
な
い
か

　

毎
月
行
う
こ
と
で
、
い
つ
も
と

違
う
変
化
に
気
づ
き
や
す
く
な
り

ま
す
。
今
月
か
ら
、
月
に
1
度
自

分
の
体
と
向
き
合
っ
て
み
ま
し
ょ

う
。

検
診
項
目

対
象
年
齢

子
宮
頸
が
ん

20
歳
以
上
の
方

乳
が
ん

40
歳
以
上
の
方

 

対
象
年
齢
は
平
成
28
年
3
月
31
日
基
準

検
診
項
目

対
象
年
齢

胃
が
ん

40
歳
以
上
の
方

大
腸
が
ん

肺
が
ん

前
立
腺
が
ん

50
歳
以
上
男
性

若
年
者
健
診

30
～
39
歳
の
方

 

対
象
年
齢
は
平
成
28
年
3
月
31
日
基
準



歯科　小児歯科 インプラント
（自由診療 １歯 20 万円～）

床　矯　正
（自由診療 ９万円～）

桜川市西飯岡539-4  坂戸小学校正門前 ☎0296－76－3700http://www.yanagida-dc.com

■診療時間／午前9：00～ 12：30 
　　　　　　午後2：30～　7：00
■休 診 日／木曜午後・土曜午後・日曜・祝日

歯科医師　柳田佳代子　柳田充康

歯科用CTあり（撮影料 19,800 円～）

誠
実
に
、
忠
実
に
。

あ
な
た
の
側
で
、

そ
ば

新
成
人
４
４
７
人
が
参
加
し
た
「
桜
川
市

は
た
ち
の
集
い
」

羽
野
島
消
防
団
長
を
筆
頭
に
、
37
分
団
が

決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

新
成
人
の
誓
い
を
檀
上
で
述
べ
た
（
写
真
右

か
ら
）
島
田
尚
門
さ
ん
と
田
口
真
大
さ
ん

式
典
最
後
に
は
、
関
係
者
お
よ
び
消
防
車

両
が
参
加
し
て
勇
壮
な
分
列
行
進
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

成
人
式
「
桜

川
市
は
た
ち
の

集
い
」
が
、
１
月
11
日
に
大
和
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
「
シ
ト
ラ
ス
」

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
式
は
、
大
人
に
な
っ
た
こ

と
を
自
覚
し
、
社
会
の
一
員
と
し

て
責
任
を
も
っ
て
未
来
の
夢
に
向

か
っ
て
大
き
く
は
ば
た
こ
う
と
す

る
新
成
人
を
お
祝
い
す
る
も
の

で
、
市
の
新
成
人
は
、
男
性

２
７
４
人
、
女
性
２
６
８
人
の
計

５
４
２
人
で
し
た
。

　

当
日
は
、
４
４
７
人
が
式
に
参

　

新
春
恒
例
の
桜
川
市
消
防
団
出

初
式
が
、
１
月
12
日
に
大
和
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
「
シ
ト
ラ
ス
」
で
、

市
消
防
団
・
消
防
署
な
ど
の
関
係

者
約
５
０
０
人
と
消
防
ポ
ン
プ
車

36
台
が
参
加
し
て
盛
大
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
大
塚
市
長
の
式
辞

の
後
、
日
本
消
防
協
会
長
の
表
彰

伝
達
並
び
に
永
年
勤
続
章
な
ど
の

表
彰
が
行
わ
れ
、桜
川
市
の
消
防
・

防
災
に
献
身
的
な
活
躍
を
し
て
き

た
消
防
団
員
を
称
え
ま
し
た
。

　

式
の
中
で
羽は

の
し
ま

野
島
幸ゆ

き
お雄

消
防
団

加
し
、
市
長
式
辞
や
来
賓
祝
辞
の

ほ
か
、
新
成
人
の
誓
い
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

新
成
人
の
誓
い
で
は
、
実
行
委

員
の
島し

ま
だ田

尚な
お
と門

さ
ん
と
田た

ぐ
ち口

真ま
さ
ひ
ろ大

さ
ん
が
「
私
た
ち
の
未
来
と
、
ふ

る
さ
と
桜
川
市
の
発
展
の
た
め

に
、誓
い
を
立
て
ま
す
」
と
話
し
、

そ
の
後
、
式
に
参
加
し
た
新
成
人

全
員
で
、
新
成
人
と
し
て
の
５
つ

の
誓
い
を
唱
和
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
自
分
の
行
動
に
責

任
が
持
て
る
素
晴
ら
し
い
大
人
に

な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

長
が
「
我
々
消
防
団
は
、
日
頃
か

ら
防
火
・
防
災
思
想
の
普
及
を
図

る
と
共
に
、
団
員
一
人
ひ
と
り
が

日
々
の
訓
練
を
重
ね
、
一
致
団
結

し
て
市
民
の
信
頼
と
期
待
に
応
え

る
べ
く
任
務
を
全
う
す
る
覚
悟
で

す
」
と
、
今
年
一
年
の
決
意
を
新

た
に
し
ま
し
た
。

　

終
了
後
、
37
分
団
の
勇
壮
な
分

列
行
進
と
地
域
の
安
全
を
祈
願
し

た
一
斉
放
水
が
、
上
野
沼
（
岩
瀬

地
区
）・
精
進
沼
（
大
和
地
区
）・

つ
く
し
湖
（
真
壁
地
区
）
の
３
か

所
に
分
か
れ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
一
年
間
の

　

防
災
へ
の

　
　
　

誓
い
も
新
た
に

未
来
の
夢
に
向
か
っ
て

　
　
　
　
　
　

は
ば
た
く

 
◆
桜
川
市
消
防
団 

出
初
式
◆

◆
桜
川
市
は
た
ち
の
集
い
◆

12さくらがわ　2015.2.1
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URL:http://www.douaikai.or.jp

　

平
成
26
年
9
月
7
日
、
大
和
中

央
公
民
館
で
第
３
回
さ
く
ら
が
わ

市
民
討
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
れ
は
、
桜
川
市
と
下
館
青
年

会
議
所
、
笠
間
青
年
会
議
所
が
協

働
し
て
開
催
し
た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
20
代
か
ら
60
代
ま
で
の

市
民
の
皆
さ
ん
20
人
が
参
加
し
、

「
も
っ
と
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
さ
く

ら
が
わ
」
を
テ
ー
マ
に
、
桜
川
市

の
魅
力
や
そ
れ
ら
を
売
り
込
む
方

法
な
ど
に
つ
い
て
意
見
が
交
わ
さ

れ
ま
し
た
。

　

討
議
の
中
で
は
、
桜
川
市
の
魅

力
と
し
て
自
然
や
歴
史
が
多
く
上

げ
ら
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
ら
が
知

ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
意
見
も
あ

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
桜
川
市
を
売
り
込
む
方

法
と
し
て
は
、イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、

特
に
、
つ
く
し
湖
を
活
用
し
た
ト

ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ

大
会
を
開
催
し
、
知
名
度
を
上
げ

る
提
案
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

約
6
時
間
に
わ
た
る
討
議
を
終

え
た
皆
さ
ん
か
ら
は
「
桜
川
市
の

よ
さ
を
知
る
機
会
に
な
っ
た
」
や

「
ま
ち
づ
く
り
へ
の
関
心
が
高

ま
っ
た
」
と
い
う
声
が
多
く
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

　

12
月
19
日
に
は
報
告
会
も
開
催

さ
れ
、
皆
さ
ん
の
意
見
の
詰
ま
っ

た
報
告
書
が
市
長
へ
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。

わ
く
わ
く
ラ
ン
チ

パ
ー
テ
ィ
ー

■
日
時
／
３
月
14
日
（
土
）、
11

時
30
分
～
15
時
30
分

■
会
場
／
欧
風
食
堂�BISTRO

�
O

オ

ラ

ゲ

RAGE

（
桜
川
市
上
城
２
３
１-

２
）

■
募
集
／
28
歳
～
38
歳
ま
で
の
独

身
男
女
各
10
名
（
応
募
多
数
の
場

合
は
抽
選
。
当
選
者
に
参
加
決
定

通
知
を
郵
送
）

■
参
加
費
／
男
性
４
，０
０
０
円
、

女
性
２
，０
０
０
円

■
募
集
期
間
／
２
月
16
日
（
月
）

～
27
日
（
金
）

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
企
画
課（
☎

58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１

〈
内
線
１
２
７
４
〉）（
い
ば
ら
き

出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
申
込
み
可
）

◦　

◦　

◦　

◦　

◦

結
婚
相
談
会

　

本
人
や
親
御
さ
ん
を
対
象
に
結

婚
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時
／
３
月
８
日
（
日
）、
10

時
～
16
時

■
会
場
／
桜
川
市
大
和
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
「
シ
ト
ラ
ス
」（
桜
川

市
羽
田
９
８
９-

１
）

■
参
加
費
／
無
料

■
申
込
期
間
／
２
月
10
日
（
火
）

～
28
日
（
土
）、
９
時
～
20
時

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
い
ば
ら
き

マ
リ
ッ
ジ
サ
ポ
ー
タ
ー�

小お
じ
ま島

重し
げ

雄お

（
☎
０
９
０-

４
８
３
９-

１
２
６
０
）

参加した皆さんは、真剣な眼差しで討議と
発表を行いました。

木
きむ ら

村浩
ひ ろ み

己実行委員長（写真左）から、大塚
市長（写真右）に報告書が手渡されました。

第 3回さくらがわ市民討議会に参加した皆さん

企
画
課
〈
統
計
・
市
民
協
働
グ
ル
ー
プ
〉

　
（
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
代
表
、
内
線
１
２
７
４
） vol.30

第
３
回
さ
く
ら
が
わ
市
民
討
議
会

　
　

桜
川
市
の
魅
力
を
再
発
見

婚
活
情
報
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新 刊 紹介BOOK REVIEW

《児童図書》
いつかまた キミとあえたら。 わんこ大スキ委員会 作
ぼくの、ひかり色の絵の具 西村すぐり 作／大野八生 絵
ミーちゃんへのプレゼント ふくざわゆみこ 著
ピンクがとんだ日 村上　康成 作・絵

《一般図書》
縦割りをこえて日本を元気に 米田　雅子 著
けだものの夢 古川　達也 著
となりの芝生 伊集院　静 著
心ポロポロ、ポロロ凛 タマエオガタ 作／二木ちかこ 絵
1 日分の野菜がとれる ｢ 元気なべ ｣ 主婦の友社 編

貸
出
期
間 

▼ 

２
週
間
（
１
人
５
冊
ま
で
）

開
放
時
間 

▼ 

９
時
〜
17
時

休
館
日 

▼ 

月
曜
日
・
祝
日

問
合
先 

▼ 

☎
０
２
９
６-

75-

０
３
４
４

【今月のお薦め本】

年を重ねて知る人生の深い喜び
清川　妙 著

【今月のお薦め本】

かあちゃん取扱説明書
いとうみく 作／佐藤真紀子 絵

貸
出
期
間 

▼ 

２
週
間
（
１
人
５
冊
ま
で
）

開
放
時
間 

▼ 

９
時
〜
17
時

休
館
日 

▼ 

月
曜
日
・
祝
日

問
合
先 

▼ 

☎
０
２
９
６-

58-

７
１
１
７

《児童図書》
おおやまさん えほんのぼうけん 57 川之上英子・川之上健 作・絵
おかあさんだいすきだよ みやにしたつや 作・絵
ほんをひらいて 
 トニ・モリスン＆スレイド・モリスン 文／シャドラ・ストリックランド 絵
おじいちゃんとのやくそく 石津ちひろ 文／松成真理子 絵
しきぶとんさん かけぶとんさん まくらさん 高野　文子 作・絵

《一般図書》
アイネクライネナハトムジーク 伊坂幸太郎 著
キャットニップ 大島　弓子 著
家族シアター 辻村　深月 著
フォルトゥナの瞳 百田　直樹 著
スゴイ！ 豆腐レシピ コレステロールゼロ！脂肪も撃退

 田口恵司 発行人／大矢麻利子 編集人

【今月のお薦め本】

雪女
小泉八雲 作／平井呈一 訳

伊勢英子 絵

《児童図書》
新東京のでんしゃずかん 松本典久 ぶん／井上　広和 しゃしん
ルルとララのチョコレート あんびるやすこ 作・絵
あやかしファンタジア 斉藤　洋 作
おにはそと せな　けいこ 作・絵
ちいさいおうち
 バージニア・リー・バートン 文・絵／石井桃子 訳

《一般図書》
よくわかるアサーション 自分の気持ちの伝え方 平木　典子 監修
ちりめんの押絵とつり雛とてまり 弓岡　勝美 著
キャプテンサンダーボルト 阿部　和重・伊坂幸太郎 著
犬心 伊藤比呂美 著
営繕かるかや怪異譚 小野不由美 著

貸
出
期
間 

▼ 

２
週
間（
資
料
合
計:

１
人
10
冊
ま
で
）

開
放
時
間 

▼ 

平
日
10
時
〜
18
時
、土
・
日
曜
日
９
時
〜
17
時

休
館
日 

▼ 

月
曜
日
・
祝
日

問
合
先 

▼ 

☎
０
２
９
６-

23-

８
５
２
５

真壁伝承館 真壁図書館

大和中央公民館

岩瀬中央公民館
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相続・遺言書、車庫証明、建設業許可、運送業許可、農地転用、外国人関係他

一人で悩まず気軽に電話相談!

毎週月曜日と木曜日（祝日、年末年始を除く）
午後1時～午後5時　

行政書士には法律で守秘義務が課せられています。安心して、ご相談下さい。

詳しくはホームページ 茨城県行政書士会 検索 クリック

あなたのまちの法律家

茨 城 県 行 政 書 士 会茨 城 県 行 政 書 士 会
市 民 相 談 セ ンター市 民 相 談 セ ンター

☎ ０２９ー３０５ー３７３１

文
芸 

さ
く
ら
が
わ

　
俳
　
句

【
大
和
俳
句
会
】

真
向
か
い
の
筑
波
は
清
し
年
新
た�

田
中�

は
つ
い

三
合
の
米
研
ぐ
厨
水
温
む�

安
達�

幸
子

少
年
の
立
志
の
夢
や
梅
開
く�
岩
渕�
の
ぶ
子

柚
子
の
金
平
和
を
願
う
戦
争
反
対�

鈴
木�
登
美
子

老
い
て
今
ま
だ
夢
も
あ
り
年
始
め�

代
田�

と
し

　
短
　
歌

【
花
の
室
　
木
崎
集
】

こ
と
ば
と
は
か
な
し
き
も
の
か
こ
ゑ
に
散
る
そ
の
瞬

間
を
消
ゆ
る
真
実�

塚
田�

沙
玲

五
十
代
知
る
よ
り
知
ら
ぬ
事
多
し
唖
然
た
る
我
ひ
き

寄
せ
る
辞
書�

石
浜�

今
日
子

枯
れ
芝
に
ボ
ー
ル
く
わ
え
て
寝
転
ん
で
わ
が
世
の
天

下
と
日
だ
ま
り
の
中�

大
久
保�

ま
さ
子

夕
さ
れ
ば
寒
気
身
に
し
む
山
寺
の
梵
鐘
え
ん
え
ん
里

抱
き
ゆ
く�

高
昌

朝
の
茶
は
難
の
が
れ
と
姑
言
ひ
き
守
り
通
し
て
無
事

六
十
年�

塩
谷�

明
子

好
み
と
て
ろ
う
梅
植
ゑ
し
夫
な
り
き
香
り
た
だ
よ
ひ

わ
れ
を
誘
ふ�

鈴
木�

と
み

叔
母
よ
り
の
文
か
も
知
れ
ぬ
菩
堤
寺
に
舞
い
散
る
い

ち
ょ
う
双
手
に
受
く
る�

大
久
保�

富
美
江

【
岩
瀬
萩
歌
会
】

月
光
に
真
夜
の
大
空
青
々
と
流
氷
の
如
く
白
雲
の
行

く�

大
関�

節
子

平
穏
に
過
ぎ
し
一
日
を
感
謝
し
て
明
日
の
こ
と
な
ど

思
ひ
て
眠
る�

安
達�

悦
子

悴
む
手
を
擦
り
て
穫
り
来
し
根
菜
を
桶
に
漬
け
る
に

思
ひ
も
深
し�

安
達�

す
み
子

新
し
き
年
を
迎
へ
る
わ
が
命
沈
む
夕
日
に
思
ひ
出
を

追
ふ�

角
田�

玉
枝

臘
梅
の
香
り
豊
け
く
黄
の
花
に
な
げ
く
身
の
憂
さ
和

む
ひ
と
と
き�

坪
井�

ゆ
き
子

晩
秋
の
風
吹
き
き
た
り
て
紅
葉
落
ち
学
友
逝
き
て
心

さ
び
し
き�

長
谷
川�

玲
子

賜
は
り
し
歌
集
読
み
つ
ぐ
夜
の
更
け
に
時
の
す
ぐ
る

を
忘
る
る
迄
に�

石
川�

喜
代

【
一
般
投
稿
】

雨
あ
が
り
師
走
の
月
は
仄

ほ
の
ぼ
のと
薄
墨
色
の
つ
く
ば
山や

ま

か

な�

鈴
木�

省
一

う
っ
す
ら
と
靄も

や

の
中
よ
り
筑
波
嶺
ハ
ン
ド
ル
握
る
通

院
の
朝�

袖
山�

千
鶴
子

音
楽
祭
タ
ク
ト
振
る
歌
「
花
は
咲
く
」
落
葉
舞
う
頃

写
真
が
届
く�

塚
本�

幸
子

新
藁
の
香
り
清
し
き
八
尺
の
注
連
縄
張
り
て
仕
込
蔵

に
春�

西
岡�

和
子

初
日
の
出
合
掌
す
る
指
か
み
あ
は
ぬ�

土
に
生
き
き

し
友
の
沈
黙�

野
村�

幸
男

か
ご
背
負
い
落
ち
葉
掃
き
寄
せ
運
ぶ
夫
腐
葉
土
作
り

に
今
日
も
は
げ
み
ぬ�

山
田�

洋
子

【
岩
瀬
短
歌
会
】

秋
の
陽
に
ふ
ん
わ
り
白
き
眉ま

ゆ

刷は

け
お
も
と
そ
お
っ
と

頬
を
近
づ
け
て
み
る�

渡
辺�

し
な
子

渋
柿
の
つ
ぶ
ら
実
あ
か
き
樹
下
に
ゐ
て
不
意
に
恋
ふ

な
り
ふ
る
さ
と
の
家�

小
林�

美
瑳
子

病
棟
の
庭
を
さ
っ
そ
う
と
歩
む
人
あ
さ
か
げ
似
合
ふ

を
羨と

も

し
み
見
て
る�
岡
野�
禮
子

身
を
粉
に
し
夫
を
看
病
す
る
友
へ
与
え
て
ほ
し
い
暫

し
の
眠
り�

浜
野
和�

操

天あ
め
つ
ち地

を
清
め
る
ほ
ど
の
秋
雨
が
社
を
つ
つ
む
霜
月
祭

り�

泉�

三
郎

父
の
筆
の
襖
の
美
人
画
色
褪
せ
し
も
胡ご

ふ
ん粉

の
光
い
ま

だ
変
ら
ず�

榎
戸�

正
江
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環境にやさしい大豆インキを使用しています。

古紙配合率100％再生紙を使用しています

この広報紙は､環境保護のために古紙配合率100％の
再生紙と植物性大豆油インキを使用しています。

この広報紙は ､ 環境保護のために
古紙配合率 100％の再生紙と植物
性大豆油インキを使用しています

発行：桜川市／月２回（１日／ 15 日）
編集：市長公室秘書広報課
TEL：0296-58-5111・75-3111（代表）
FAX：0296-58-5115
〒 309-1293 茨城県桜川市羽田 1023 番地
ホームページ http://www.city.sakuragawa.lg.jp
E メール info@city.sakuragawa.lg.jp

広報 No.225 ２月１日発行 　「真壁のひなまつり」が真壁町市街地を中心に、２月

４日（水）～３月３日（火）まで開催されます。１月下旬

には、おもてなしの心をこめたひな飾りの飾り付けが真

壁地区内各地で始まりました。表紙は㈱西岡本店の飾

り付けの様子。酒蔵の中に庭園を造り、その中にひな人

形が段飾りされています。庭園には、梅、桃、桜の木が

植えられ、美しい花々が来場者を楽しませる予定です。

【 表　紙 】

※このコーナーに掲載をご希望の方は、秘書広報課　（☎58-5111・75-3111 ／内線 1268）までお申し込みください。

パ
パ
＆
マ
マ
か
ら
ひ
と
こ
と

　
た
く
さ
ん
の
笑
顔
を
あ
り
が

と
う
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
楽
し
い
思
い

出
い
っ
ぱ
い
作
っ
て
い
こ
う

ね
。

お
か
あ
さ
ん
か
ら
ひ
と
こ
と

　
無
事
に
産
ま
れ
て
来
て
く
れ

て
あ
り
が
と
う
。

　
こ
れ
か
ら
ど
ん
な
人
に
成
長

す
る
の
か
楽
し
み
で
す
。
元
気

に
大
き
く
な
っ
て
ね
。

　

桜
川
市
で
は
、
近
年
市
内
で
多

発
し
て
い
る
イ
ノ
シ
シ
被
害
の
対

策
と
し
て
、
茨
城
県
猟
友
会
桜
川

支
部
・
桜
川
市
有
害
鳥
獣
捕
獲
隊

の
皆
さ
ん
に
依
頼
し
、
イ
ノ
シ
シ

の
捕
獲
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
５
～
８
月
に
実
施
し

た
有
害
鳥
獣
捕
獲
で
は
、
３
回
の

捕
獲
期
間
で
１
６
０
頭
を
捕
獲
隊

が
捕
獲
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
26
年
11
月
～
平
成

27
年
３
月
ま
で
の
狩
猟
期
間
（
一

部
わ
な
猟
の
み
）
に
つ
い
て
も
、

猟
友
会
桜
川
支
部
の
活
躍
に
よ

り
、
平
成
26
年
12
月
末
日
現
在
で

１
４
７
頭
も
の
イ
ノ
シ
シ
を
捕
獲

し
て
い
ま
す
。

�

被
害
防
止

　

イ
ノ
シ
シ
の
被
害
は
捕
獲
だ
け

で
は
減
少
し
ま
せ
ん
。
次
の
ポ
イ

ン
ト
に
従
っ
て
各
家
庭
や
地
域
ぐ

る
み
で
被
害
防
止
に
努
め
て
く
だ

さ
い
。

❶
近
づ
け
な
い

・�

畑
な
ど
に
不
要
な
果
実
や
野
菜

を
放
置
し
な
い
。

・�

イ
ノ
シ
シ
の
隠
れ
場
所
と
な
る

ヤ
ブ
の
刈
払
い
を
行
う
な
ど
環

境
を
整
備
す
る
。

❷
侵
入
さ
せ
な
い

・�

電
気
柵
な
ど
を
設
置
し
て
、
集

落
・
農
地
に
侵
入
さ
せ
な
い
。

・�

柵
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
十
分

な
高
さ
を
確
保
す
る
。

　

柵
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
市
か

ら
の
補
助
金
も
あ
り
ま
す
の
で
、

農
林
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
問
合
先
／
農
林
課
農
林
グ
ル
ー

プ
（
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
、
内
線
３
１
６
６
）

中な
か
じ
ま島 

璃り

く久
ち
ゃ
ん
（
写
真
右
）

 

平
成
23
年
６
月
21
日
生

中な
か
じ
ま島 

莉り

り

あ愛
ち
ゃ
ん
（
写
真
左
）

 

平
成
25
年
11
月
29
日
生

（
西
桜
川
地
区
）

っ ！ぁお き れくな

捕
獲
し
た
イ
ノ
シ
シ
を
処
理
す
る

桜
川
市
猟
友
会
桜
川
支
部
の
皆
さ
ん

イ
ノ
シ
シ
被
害
か
ら

　
　
　
　

地
域
を
守
る

西に
し
お
か岡 

大ひ
ろ
ち
か慈

ち
ゃ
ん

 

平
成
26
年
１
月
７
日
生

（
真
壁
町
田
地
区
）
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